
資料－４ 

漁港建設業の将来ビジョン改定にかかるアンケート調査の実施について 

 

（アンケート調査及び事例調査区分と調査方法）（アンケート調査及び事例調査区分と調査方法）（アンケート調査及び事例調査区分と調査方法）（アンケート調査及び事例調査区分と調査方法）    

漁港建設業の将来ビジョン策定に向けて、その内容の充実を図ることを目的に、

以下のアンケート調査を実施したい。 

アンケート調査等目 調査対象 備 考 

アンケート調査-その 1（案） 

漁港建設業の公益的機能について 

（P2～P3 参照） 全会員 

(一社)全日本漁港建設

協会の全会員企業を対

象にアンケートを配布

回収し、分析・整理す

る。 

漁港建設業の将来ビジョン策定 

にかかる公益的機能の事例調査 

（P4～P5 参照） 各支部２例程度収集

※北海道、長崎県、 

沖縄県は５事例程 

度を収集予定 

(一社)全日本漁港建設

協会の各都府県支部に

２例程度、実績数の多

い北海道、長崎県、沖

縄県支部には５例程の

実施事例を後述様式調

査票を配布・回収、分

析整理する。 

アンケート調査-その 2（案） 

新ビジョンに求める課題・目標に

ついて 

（P6～P9 参照） 

全会員 

(一社)全日本漁港建設

協会の全会員企業を対

象にアンケートを配布

回収し、分析・整理す

る。 
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漁港建設業の将来ビジョン策定にかかるアンケート調査－その１（案） 

（漁港建設業の公益的（漁港建設業の公益的（漁港建設業の公益的（漁港建設業の公益的役割役割役割役割について）について）について）について）※全会員対象※全会員対象※全会員対象※全会員対象    

御社名 記入者名 
連絡先 

ＦＡＸ番号 ｅメールアドレス 

    

 

以下のアンケートについてご協力をお願い致します。 

１．漁港建設業が果たしている主な公益的役割 

漁港建設業は、漁港漁場漁村の安全かつ効率的な整備に加え、災害対応などの地域

への貢献、海域清掃など漁業への貢献、地域の経済活動への貢献、国土の保全と形成

への貢献など自他ともに認める社会的使命を果たしています。 

御社におかれては、どのような社会的使命に貢献されているとお考えですか？（当

てはまる番号①～⑦等全てに◯つけてください：複数回答可） 

（１）地域社会への貢献 

① 環境保全活動（海岸、漁港等の清掃活動含む） 

② 伝統文化の保全活動 

③ 教育支援活動（地元の小中高校等での基礎的建設業に関する学習支援等） 

④ イベント等地域振興活動支援（青空市や食のイベント、体験活動等） 

⑤ まちづくり支援活動（花壇づくり他地域美化活動等の支援） 

⑤ その他（※具体的内容を下欄に簡単に記述してください） 

 

 

 

（２）地域経済・水産業への貢献 

   ①工事に必要な資機材等の調達(作業員等の飲食・宿泊需要等含む) 

②納税（法人税等の地方税）による財政貢献 

③雇用機会の提供 

④漁業活動支援（イケスの引き上げや航路の異物除去等） 

⑤養殖や水産加工業等他産業への参入 

⑥その他（※具体的内容を下欄に簡単に記述してください） 
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（３）地域の守り手としての貢献 

①漁港施設等の日常点検 

②漁港・漁場の簡易な維持管理（簡易な流木・漂流物・廃船撤去等支援含む） 

③災害時の復旧支援 

④漁業者・漁船等遭難救助支援 

⑤その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 

 

 

 

（４）国土保全と形成への貢献 

①国土・海域等の監視（沿岸不審船・不審者等の通報等） 

②離島・半島部等辺地の活動拠点（漁港・漁場等）の創出 

③その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 
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漁港建設業の将来ビジョン策定にかかる公益的機能の事例調査（案） 

（漁港建設業（漁港建設業（漁港建設業（漁港建設業が果たすが果たすが果たすが果たす公益的公益的公益的公益的役割役割役割役割のののの具体的な具体的な具体的な具体的な事例事例事例事例について）について）について）について）    

※各支部※各支部※各支部※各支部 2222 例程度収集（北海道、長崎、沖縄は例程度収集（北海道、長崎、沖縄は例程度収集（北海道、長崎、沖縄は例程度収集（北海道、長崎、沖縄は 5555 事例程度）事例程度）事例程度）事例程度）    

 

以下のアンケート調査についてご協力をお願い致します。 

 

１．公益的役割の具体的な事例について 

漁港建設業が果たす公益的役割について、漁港建設業に対する国民的理解の増進

を図るため、具体的で多様な公益的役割の事例（写真や取組の内容、効果など）に

ついて、次表の様式（次ページ様式）に則り、各支部 2例以上（北海道、長崎、沖

縄支部は 5事例程度）提供してください。 

なお、工事の実施に当たり取り組んだ地域貢献活動などに関し、既存の資料があ

る場合は、その資料を提供いただくことでも結構です。 

 

 

（公益的役割の事例）（公益的役割の事例）（公益的役割の事例）（公益的役割の事例）    

 次ページの調査票の事例対象となる公益的役割には、次のようなものがあります。

また、みなさんが既に取り組まれている事例で、下表の整理に該当しないものについ

ても、公益的役割に該当すると判断される取組については、積極的に事例収集にご協

力ください。 
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公益的機能の具体的事例収集・調査票 
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漁港建設業の将来ビジョン策定にかかるアンケート調査－その２（案） 

（新ビジョンに求める課題・テーマについて）（新ビジョンに求める課題・テーマについて）（新ビジョンに求める課題・テーマについて）（新ビジョンに求める課題・テーマについて）    

御社名 記入者名 
連絡先 

ＦＡＸ番号 ｅメールアドレス 

    

 

 

以下のアンケート調査についてご協力をお願い致します。 

 

２．新ビジョンに求める課題について 

２－１．漁港建設業が健全に維持発展していくための課題 

地域の守り手など漁港建設業が有する重要な公益的機能・役割を果たしていくため

には、漁港建設業自体が健全に維持発展していくことが重要ですが、このために必要

な課題として何が重要とお考えですか？（当てはまる番号全てに◯つけてください：

複数回答可） 

(1) 安定した利益の確保 

(2) 将来に見通しが持てること 

(3) 安全かつ効率的で魅力的な職場環境 

(4) 革新的な技術開発 

(5) その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 

 

 

 

２－２－(1)．安定した利益の確保のために必要な取組 

前問「(1)安定した利益の確保」を達成するためには、何が必要ですか？（当てはま

る番号全てに◯つけてください：複数回答可） 

(1) 毎年安定した必要事業量（漁港漁場整備事業等）の確保 

(2) 契約・発注の適正化（品確法及び運用指針の徹底等） 

(3) その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 
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２－２－(2)．契約発注の適正化について 

前問「(2) 契約・発注の適正化」について最も関心のある課題は何ですか？（当て

はまる番号全てに◯つけてください：複数回答可） 

(1) 小規模工事における適正な積算 

(2) 適正な回航費の計上 

(3) 現場条件の不一致による設計変更時における発注者の適切な対応 

(4) 単価・歩掛の現実に応じた対応 

(5) 発注時期・工期設定における現実的対応 

(6) その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 

 

 

 

２－３．将来に希望が持てる業界の構築について 

2-1 の(2)将来に希望が持てる(将来に見通しが持てる)業界にするためには何が必

要とお考えですか？（当てはまる番号全てに◯つけてください：複数回答可） 

(1) 事業量が見通せる漁港漁場整備長期計画 

(2) 水産基盤整備関連事業の領域拡大対策（新たな事業分野の開拓） 

(3) 収益源の拡大対策（養殖業など多角経営の可能性） 

(4) その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 

 

 

 

２－３－(1）.長期計画に期待する分野について 

2-3 の(1)事業量が見通せる長期計画を想定する場合、長期計画において強化を期待

する事業分野分は何ですか？（当てはまる番号全てに◯つけてください：複数回答可） 

 (1) 陸揚げ拠点漁港の機能強化や漁船の大型化に対応した漁港の改築 

(2) ポスト国土強靭化緊急 3か年対策など防災関連事業の強化 

 (3) 養殖振興対策（大規模静穏水域の確保、漁港水域の有効活用等） 

 (4) 海域環境改善対策（藻場干潟造成、ヘドロ対策） 

（5）衛生管理対応型の産地市場や冷凍・冷蔵庫など上物整備の強化 

（6）漁港や漁場施設の維持管理等への ICT の導入 

 (7) 漁港用地や泊地など既存ストックの有効活用の更なる推進 

 (8) 生活環境の改善や観光振興など漁村活性化の推進 

(9) コロナ対策（リモートワーク支援他）  

(10) その他（※具体的内容を次ページ欄に簡単に書いてください） 
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２－３－(3)．収益源の拡大対策について 

2-3-（3）収益源の拡大対策(新たな収益源対策)として関心がある分野は、何です

か？（当てはまる番号全てに◯つけてください：複数回答可） 

 (1) 荷捌所、冷凍冷蔵庫、直販施設など上物の建築分野 

  (2) 漁港施設の維持管理業務 

(3) 養殖業・水産加工業 

  (4) 農林業等 

  (5) 漁港の有効活用による観光業等 

  (6) その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 

 

 

 

２－４．安全かつ効率的で魅力的な職場環境の創出について 

2-1-(3)の「安全で高率的で魅力的な職場環境を創出」するためには、何が必要とお

考えですか？（当てはまる番号全てに◯つけてください：複数回答可） 

(1) 休日確保など働き方改革 

(2) ICT やプレキャスト化など生産性の向上・効率化 

(3) キャリアアップシステムなどの適正な評価制度導入 

(4) 特定技能外国人労働者の受け入れ 

（5）新型コロナウイスル感染防止など安全な職場 

(6)新３Ｋ（給与、休日、希望）などイメージアップ活動 

(7)その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 
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２－５．革新的な技術開発について 

2-1-(4)に関して、漁港建設業においては、どのような革新的技術開発が必要とお

考えですか？（当てはまる番号①～全てに◯つけてください：複数回答可） 

（１）水産基盤整備事業等の政策実現を支援する技術 

  ①海域環境改善技術（水域浄化等） 

  ②粘り強い対策など防災関連技術 

  ③漁港施設の点検及び維持保全技術 

  ④藻場・干潟等の再生技術 

（２）施工の効率化・生産性向上を支援する技術 

 ①残置型枠工法などプレキャスト化技術の応用範囲の拡大 

 ②施工現場等への ICT の導入 

（３）品質管理の高度化を支援する技術 

 ①検査等への ICT の導入 

 ②非破壊検査技術 

（４）入札契約の適正化を支援する技術 

 ①回航費・避難回航費の適正化 

 ②適正な供用係数の算定 

（５）新型コロナ対策技術 

  ①遠隔会議・検査等リモート技術 

  ②ポストコロナを見据えた新技術 

（６）その他（※具体的内容を下欄に簡単に書いてください） 

 

 

 

 

自由意見 

漁港建設業がかかえる課題、必要な支援策、目指すべき将来像など、漁港建設業の

健全な発展に向けて日頃お考えのことを自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ありがとうございました。 


